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語文97(2011・ 12大阪大学国語国文学会)

『
北
畠
准
后
伝
』
と
神
戸
能
房
編

『伊
勢
記
』

は
じ
め
に

近
世
以
前
に
成
立
し
た
北
畠
親
房
の
伝
記
に
は
数
種
が
あ
り
、
そ
の
概
略

に
つ
い
て
は
、
久
保
田
収
氏
の
解
説
が
備
わ
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
が
検
討

の
対
象
と
す
る
の
は
、
田
中
勘
兵
衛
旧
蔵
本
を
共
通
祖
本
と
す
る
と
さ
れ
る

『
北
畠
准
后
伝
』
（以
下
、
『准
后
伝
』
と
略
称
）
で
あ
る
。
同
書
は
、
親
房

の
著
作
と
し
て
現
存
が
確
認
で
き
な
い
五
種
の
文
献
を
挙
げ
る
な
ど
、
注
目

す
べ
き
内
容
を
も

つ
。

『
准
后
伝
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
と
す
る
説
と
、
近
世

前
期
以
後
と
す
る
説
と
が
あ
る
。

室
町
時
代
と
す
る
の
は
、
山
田
孝
雄

「
北
畠
親
房
卿
年
譜
略
」
が
最
も
早

く
、
氏
は

『
准
后
伝
』
に
つ
い
て
、
「
そ
の
時
代
を
明
か
に
せ
ね
ど
、
室
町

時
代
の
著
な
る
べ
く
、
中
に
親
房
の
日
記
な
ど
を
材
料
と
せ
る
あ
り
、
悉
く

信
ず
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
全
然
無
稽
の
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
す
る
。
続
い
て
、

『
准
后
伝
』
に
つ
い
て
の
専
論
と
し
て
、
大
島
延
次
郎

「北
畠
准
后
伝
考
」

勢

田

道

生

が
あ
る
。
同
論
は
、
『准
后
伝
』
と

『
増
鏡
』
・
『
公
卿
補
任
』
な
ど
を
比
較

し
、
さ
ら
に
傍
証
と
し
て

「本
書
の
巻
末
に
収
録
せ
ら
る
る
北
畠
系
図
が
、

天
正
四
年
に
尽
き
て
ゐ
る
」
こ
と
を
根
拠
に
、
「
何
と
な
く
新
し
く
感
ぜ
ら

れ
て
、
室
町
時
代
も
末
期
頃
か
と
推
測
せ
ら
れ
る
」
と
し
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
、
「当
時
北
畠
家
に
襲
蔵
せ
ら
れ
た
る
文
書
及
び
記
録
を
中
心
史
料
と

し
て
述
作
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
甚
だ
精
細
を
極
め
て
ゐ
る
」
と
す
る
。

こ
れ
ら
を
承
け
て
平
泉
澄
氏
も
、
「
正
に
古
伝
を
存
し
て
誤
ら
な
い
」
と
し
、

久
保
田
収
氏
も
、
「北
畠
関
係
者
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
し

よ
う
。
…
室
町
時
代
後
期
の
成
立
と
考

へ
て
差
支

へ
あ
る
ま
い
」
と
す
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
説
に
は
、
『
准
后
伝
』
を
室
町
期
の
成
立
と
す
る
十
分

な
証
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
無
条
件
で
是
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
平
田
俊
春
氏
が

『
准
后
伝
』
に
つ
い
て
、
『続
本
朝
通
鑑
』

（寛
文
十
年
成
立
）
以
後
の
成
立
と
す
る
の
は
、
『
准
后
伝
』
が
南
朝
の
興
国

改
元
を
延
元
五
年
と
す
る
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
朝
の
興
国
改
元
は
、

近
世
前
期
に
は

一
般
に
延
元
四
年
と
誤
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
『続
本
朝



通
鑑
』
は
、
寛
永
年
間
に
榊
原
忠
次
に
よ

っ
て

『
関
城
書
』
と
と
も
に
発
見

さ
れ
た

『
元
弘
日
記
裏
書
』
に
拠

っ
て
興
国
改
元
を
延
元
五
年
に
正
し
て
お

り
、
『
准
后
伝
』
の
興
国
改
元
説
に
は
、
『
続
本
朝
通
鑑
』
の

「
影
響
が
あ
る

と
推
定
さ
れ
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
論
に
は
、
『
准
后
伝
』

が
直
接

『
元
弘
日
記
裏
書
』
を
参
照
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
く
、

こ
の
説
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
確
実
な
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
准
后
伝
』
の
成
立
時
期
は
、
い
ま
だ
十
分
に
明
ら
か

で
な
い
の
だ
が
、　
一
方
、
稿
者
は
さ
き
に
、
『
勢
州
軍
記
』
そ
の
他
の
作
者

で
あ
る
神
戸
能
房

（初
名
良
政
、
慶
長

一）酔
？
～
寛
文
六
）
が
編
纂
し
た
編

年
史

・
『
伊
勢
記
』
（寛
文
二
～
六
年
頃
編
纂
か
）
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
、

そ
の
際
、
『
伊
勢
記
』
に
は

『
准
后
伝
』
と

一
致
す
る
記
事
が
多
く
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
触
れ
た
。

そ
の

一
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
北
畠
親
房
の
莞
去
に
つ
い
て
の
記
事
を

示
し
て
お
く
。
親
房
の
莞
去
に
つ
い
て
は
、
『常
楽
記
』
文
和
三

（南
朝
正

平
九
）
年
条
に
、
「
四
月
十
七
日
。
北
畠
入
道

〈
一
品
准
后
覚
空
。
〉
於
二
紀
州

賀
名
生

・円
寂
。
」
と
あ
る
の
が
、
最
も
信
頼
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
記
事
に
は
、
大
和
の
賀
名
生
を
紀
州
と
す
る
と
い
う
誤
り
は
あ
る

が
、
『常
楽
記
』
は

「数
代
に
わ
た

つ
て
書
き
継
い
だ
当
時
の
記
録
と
考

ヘ

（
Ｈ
）

ら
れ
」
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
『
准
后
伝
』
文
和
三
年
条
は
親
房
に
つ
い
て
、
九
月
十
五

日
に
大
和
国
宇
陀
郡
福
西
の
潅
頂
寺
阿
弥
陀
院
で
莞
じ
た
と
伝
え
和
。

中
院

一
品
准
后
親
房
公
者
、
閑
居
和
州
宇
陀
郡
福
西
庄
潅
頂
寺
阿
弥
陀

院
、
而
九
月
十
五
日
莞
、
春
秋
六
十
二
歳
、
有
遺
言

・
云
バヽ

一
方
、
『伊
勢
記
』
文
和
三
年
条
に
も
次
の
よ
う
に
あ
り
、
親
房
の
莞
去

は
九
月
十
五
日
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
初
。

九
月
十
五
日
、
甲
院
一回ｍ准
巨

親
房
公
莞

〈六
十
二
歳
〉
、

な
お
、
親
房
が
福
西
に
住
し
た
こ
と
も
、
『
伊
勢
記
』
は
康
永
三
年
条
に
、

更

些

春

、

冒

帝
被
恩
賜
和
州
宇
陀
郡
詮

中

院

准

后

親

房

「
、
自
堡

公

給

和

州

宇
陀
郡
、
居
住
福
西
庄
、
云
云
、

と
記
し
て
お
り
、
灌
頂
寺
阿
弥
陀
院
に
つ
い
て
も
、
貞
和
元
年
条
に
、

「些

冬
、
親
房
公
献
撰
熱
田
本
記
干

展
整

南
帝
也
＋
李
平
・‥
、
又
」

冬
Ｐ
親
薦
公
立
阿
弥
陀
院
於
和
州
宇
陀
郡
福
西
灌

葬
〉院
寺
内

軍
」
也
、

以
厳
祐
律
師
為
住
持
、
真
言
宗
也
、
ョ
云
、」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

両
書
の
共
通
点
は
こ
の
他
に
も
多
く
、
『
伊
勢
記
』
は

『
准
后
伝
』
の
成

立
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
大
き
な
手
掛
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
よ

っ
て
、

本
稿
で
は
、
『
伊
勢
記
』
と
の
関
係
を
視
座
と
し
て

『
准
后
伝
』
の
成
立
時

期
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
親
房
の
官
歴
と

『
公
卿
補
任
』

先

に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
大
島
延
次
郎
氏
は

『
准
后
伝
』
と

『
公
卿
補

任
』
と
を
比
較
し
、
そ
の
結
論
と
し
て
、
両
書
の
記
載
は

「概
ね

一
致
す
る

も
、
瑣
細
な
る
点
に
於
て
相
違
す
る
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
島
氏
は
、

『
准
后
伝
』
が

『
公
卿
補
任
』
を
資
料
源
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ま
ず
は

『
准
后
伝
』
の
左
の
記
事
に
よ
り
、

こ
の
点
を
確
認
し
て
お
く
。



二
月
十
八
日
、
叙
正
五
位
下
、
五
歳
、
宣
賜
去
正
月
廿
九
日
位
記
宣
下

公
量
資
親
等
朝
臣
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
准
后
伝
』
永
仁
五
年
）

親
房
と
と
も
に
、
公
量

・
資
親
が
正
五
位
下
の
位
記
を
賜

っ
た
こ
と
は
、

『
公
卿
補
任
』
に
よ

っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
公
量
と
資
親
に
つ
い
て
の
記

載
は
、
親
房
の
伝
記
と
し
て
の

『
准
后
伝
』
に
は
必
要
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
『
准
后
伝
』
が
こ
れ
を
記
し
て
い
る
の
は
、
『
准
后
伝
』
が

『
公
卿
補

任
』
の
左
の
記
載
を
引
き
写
し
に
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

同
五
二
十
八
正
五
下

（宜
賜
去
正
月
廿
九
位
記
宣
下
。
公
量
資
親
等
朝

臣
）
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
公
卿
補
任
』
延
慶
元
年
親
房
項
）

こ
の
他
に
も
、
『
准
后
伝
』
の
本
文
に
は

『
公
卿
補
任
』
と

一
致
す
る
部

分
が
あ
り
、
直
接
的
か
間
接
的
か
は
断
じ
が
た
い
が
、
『
准
后
伝
』
の
情
報

源
に

『
公
卿
補
任
』
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。

一
方
、
稿
者
は
前
稿

で
、
『
伊
勢
記
』
が
多
く

『
公
卿
補
任
』
を
利
用
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
親
房
の
叙
正
五
位
下
に
つ
い
て
も
左
の
よ
う
に

あ
り
、
『
公
卿
補
任
』
・
『
准
后
伝
』
と
の

一
致
が
確
認
で
き
る
。

二
月
十
八
日
、
源
親
房
叙
正
五
位
下

〈
五
歳
、
亘
賜
去
正
月
廿
九
日
位

記
宣
下
公
量
資
親
等
朝
臣
〉
、
　
　
　
　
　
　
「
伊
勢
記
』
永
仁
五
年
）

た
だ
し
、
大
島
氏
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
『
准
后
伝
』
に
記
さ
れ
る
親

一房
の
官
歴
に
は
、
『
公
卿
補
任
』
と
相
違
す
る
部
分
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
大
島
氏
の
指
摘
さ
れ
る
五

つ
の
記
事

の
う
ち
、
『
准
后
伝
』
の
誤
写
と

考
え
ら
れ
る
任
兵
部
権
大
輔
の
記
事

（正
安
二
年
）
を
除
く
四
例
に
つ
い
て
、

『
公
卿
補
任
』
と

『准
后
伝
』
。
『
伊
勢
記
』
と
を
比
較
す
る
。

①
任
左
少
将

（嘉
元
元
年
／
二
年
）

『
公
卿
補
任
』
が

「
嘉
元
々
正
廿
左
少
将
」
（延
慶
元
年
親
房
項
）
と
す
る

の
に
対
し
、
『准
后
伝
』
は
嘉
元
二
年
正
月
二
十
日
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
大
島
氏
は
誤
写
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
『
伊
勢
記
』
も

『
准
后
伝
』
と
同
じ
く
、
嘉
元
二
年
正
月
二
十
日
と
す
る
。

な
お
、
叙
正
四
位
下
と
任
右
中
将
に
つ
い
て
も
、
『
公
卿
補
任
』
は
嘉
元

元
年
と
す
る

（
そ
れ
ぞ
れ
十
二
月
十
七
日

ｏ
同
三
十
日
）
が
、
『
准
后
伝
』

と

『
伊
勢
記
』
は
嘉
元
二
年
と
す
る

（月
日
は

『
公
卿
補
任
』
と
同
じ
）
。

②
任
権
左
少
弁
／
権
左
中
弁

（嘉
元
三
年
）

『
公
卿
補
任
』
が

「
同
三
十

一
十
八
権
左
少
弁
」
（延
慶
元
年
親
房
項
）
と

す
る
の
に
対
し
、
『
准
后
伝
』
嘉
元
三
年
条
は

「十
二
月
二
十
日
、
任
権
左

中
弁
、
十
三
歳
、
父
師
重
卿
辞
大
納
言
而
申
任
之
」
と
し
、
『
伊
勢
記
』
嘉

元
三
年
条
も
、
一
励
三
十
日
、
…
○
大
納
言

雇
」
師
重
辞
大
納
言
、
以
男
左

近
中
将
親
房
申
任
権
左
中
弁
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
『
公
卿
補
任
』
嘉
元

三
年
条
の
、
親
房
の
父

・
師
重
の
項
に
、
「十
二
月
対
日
辞
職
。
以
男
正
四

位
下
左
中
将
親
房
朝
臣
申
任
権
左
中
弁
。
但
今
度
大
納
言
不
被
召
之
。
」
と

あ
る
の
に
拠
る
も
の
だ
ろ
う
。

右
の

『
公
卿
補
任
』
師
重
項
の
記
載
に
は
混
乱
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
史
実

と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
師
重
に
よ
る
親
房
の
権
左
中
弁
申
任

が
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
准
后
伝
』
と

『
伊

勢
記
』
は
、
と
も
に
嘉
元
三
年
師
重
項
に
基
づ
き
、
十
二
月
二
十
日
に
権
左

中
弁
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。



③
任
左
少
弁
／
任
左
中
弁

（徳
治
元
年
）

『
公
卿
補
任
』
が

「
徳
治
元
十
二
廿
二
左
少
弁
」
（延
慶
元
年
親
房
項
）
と

す
る
の
に
対
し
、
『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
は
と
も
に
、
同
日
に
左
中
弁

に
転
じ
た
と
す
る
。
先
に
見
た
通
り
、
『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
は
、
嘉

元
三
年
に
権
左
中
弁
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
任
左
少
弁

と
す
る
と
、
昇
進
次
第
が
矛
盾
す
る
。
『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
が
任
左

中
弁
と
す
る
の
は
、
こ
の
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
も
の
か
。

④
法
名

（元
徳
二
年
）

『
公
卿
補
任
』
が
親
房
の
法
名
を

「宗
玄
」
と
す
る

（元
徳
二
年
親
房
項
）

の
に
対
し
、
『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
は
、
と
も
に

「覚
元
」
と
す
る
。

な
お
、
『
准
后
伝
』
は
親
房
の
法
名
に
つ
い
て
、
「或
云
、
親
房
卿
法
名
宗
玄

者
非
也
、
保
暦
間
記
誤
書
宗
玄
、
後
人
亦
以
之
写
公
卿
補
任
乎
一多
■

と
記

し
て
い
る
が
、　
一
方
、
『伊
勢
記
』
も

「
〈干
異
作
宗
玄
者
非
也
と

と
注
記

し

て
お
り
、
両
書

は

『
公
卿
補
任
』
の

「法
名
宗
玄
」
と

い
う
記
載
を

「
非
」
と
す
る
と
い
う
点
で
も

一
致
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
の
記
載
は
、
『
公
卿
補
任
』

と
饂
括
す
る
部
分
に
お
い
て
も

一
致
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
書
に
き
わ
め

て
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

二
、
典
籍
関
係
の
記
事

次
に
、
『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
と
に
記
さ
れ
る
典
籍
関
係
の
記
事
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
山
田
孝
雄
氏
は
、
『
准
后
伝
』
に

「
親
房
の
日

記
な
ど
を
材
料
と
せ
る
」
部
分
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、

ま
ず
は

『
准
后
伝
』
に
お
け
る
親
房
の
日
記
に
つ
い
て
の
記
載
に
つ
い
て
確

認
す
る
。
『准
后
伝
』
の
該
当
記
事
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

太
平
記
日
親
房
卿
在
吉
野
而
掌
万
機
政
者
非
也
、
此
時
在
吉
野
而
掌
万

機
政
者
近
衛
関
白
左
大
臣
経
忠
公
也
、
凡
太
平
記
非
説
繁
多
也
、
以
囲

園
剛
回
曰
写
可
考
之
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（暦
応
二
年
）

一
方
、
『
伊
勢
記
』
応
安
四
年
条
も
、
「親
房
日
記
」
に
つ
い
て
、
左
の
よ

う
に
言
及
し
て
い
る
。

曲

《古
僚

天
士
ム
、
太
平
記
》
諜
多

《年
月
日

戻
」
不
撻
、
又
名
官

「
位
姓
名
」
聖
い
「多
」
、
　
企
或
開
囲
ｈ
諄
卜
「
段
」
名
葉
以
Ｌ
誤
卜

「
誤
事
」
藤
〃
夕
、

「非
実
録
」
》
、

凡
帝

「さ

怪
事
普
偽
也
、
《
又
書
札
皆
作
物
也
、
文
法

肩
中
堡

一
様
、

フ
可
見
一ム
一ム０

来
Ｉ
Ｐ
別
諸
之
、
《増
鏡

・
正
統
記

・
保
暦
間
記

。
公
卿

補
任

・
囲
園
回
□

。
日
並
記

・
諸
家
系
図

・
諸
国
年
代
記

。
新
葉
集

・

園
太
暦
、
其
外
家
々
文
書
考
之
》
、
則

《ョ
型

其
誤
》
悉
彰
、
…

こ
の
他
に
も

『
伊
勢
記
』
に
は
親
房
の
日
記
に
言
及
す
る
部
分
が
あ
り
、

そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
『
伊
勢
記
』
は

『
元
弘
日
記
裏
書
』
を
親
房
の
日
記
と

考
え
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
に
対
し
、
『
准
后
伝
』
に
い
う

「
親
房
卿
日
記
」

の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
右
の
よ
う
に
、
『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』



と
は
、
親
房
の
日
記
に
言
及
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
同
書
を

『
太
平

記
』
の
誤
り
を
正
す
史
料
と
し
て
挙
げ
る
と
い
う
点
で
も

一
致
す
る
。

ま
た
、
『
准
后
伝
』
に
は
、
親
房
が
撰
述
し
た
と
い
う
十
二
の
文
献
に
つ

い
て
の
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
平
泉
澄
氏
が

「未
だ
曾
て
他
書
に
現
は

れ
な
い
も
の
が
、
其
半
を
占
め
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
る
と
お
り
、
『
准
后
伝
』

【表
１
】
『准
后
伝
』
撰
述

・
書
写
関
係
記
事
と

『伊
勢
記
』
の
該
当
記
事

の
中
で
も
極
め
て
特
徴
的
な
記
事
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

左
の

【
表
１
】
は
、
『准
后
伝
』
に
見
え
る
典
籍
の
著
述

・
書
写
に
関
す

る
記
事
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る

『伊
勢
記
』
の
記
事
と
を
対
照
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
『
准
后
伝
』
に
記
さ
れ
る
記
事
は
、
『
禁
詠
集
』
に

つ
い
て
の

一
例
を
除
き
、
す
べ
て

『
伊
勢
記
』
に
対
応
記
事
が
確
認
さ
れ
る
。

う
ち
、
『建
武
年
中
行
事
』
・
『
神
皇
正
統
記
』
・
『
職
原
抄
』
に

つ
い
て
の
記
事
は
、
各
書
の
序
あ
る
い
は
奥
書
に
基
づ
く
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、　
一
方
、
「
一十

一
社
記
』
・
『
元
元
集
』
。
『東

家
秘
伝
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
裏
付
け
る
情
報
源

は
確
認
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
、
『
延
元
礼
節
』
。
『鹿
嶋
香
取
両
社

勘
文
』
。
『
神
教
秘
伝
』
に
至

っ
て
は
、
伝
本
の
存
在
は
お
ろ
か
、

他
書

へ
の
所
見
す
ら
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
と
は
、
と
も
に
こ
れ
ら
を
親
房
の

著
と
し
て
挙
げ
、
そ
の
撰
述
さ
れ
た
と
い
う
時
期
も
、
ほ
ぼ

一

致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
見
て
も
、
両
書
に
密
接
な
関
係

が
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

な
お
、
『
伊
勢
記
』
に
は
、
『
准
后
伝
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な

い
伝
来
情
報
を
記
す
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
伊
勢
記
』
暦

応
四
年
春
条
の

『
二
十

一
社
記
』
撰
述
記
事
に
は
、
左
の
よ
う

に
あ
る
。
「些

春
、
胃
朝
北
畠
一
邑

親
房
卿
献
撰
二
十

一
社
記

一
巻
、

「整

干
南
帝
、
此
書
器
肇
需
群
柿
齢
雲
揮
肺
牒
上
本
市
木
以

神
盟
靴
聖
蹄
偕
某
彙
僑
琳
ん
静
筆
律
纂
纂
象
下
去

古
今
集
新
注

神
教
秘
伝

東
家
秘
伝

熱
田
本
記

一匹
冗
集

獲
麟
書

二
十

一
社
記

職
原
抄

神
皇
正
統
記

鹿
嶋
香
取
両
社
勘
文

延
元
礼
節

建
武
年
中
行
事

禁
（詠
集

貞
和
三

・
春

貞
和
三

貞
和
二

貞
和
元

康
永
三

康
永
元

・
七

・
三

暦
応
四

・
春

貞
和
一

暦
応
一

暦
応
一

暦
応
元

・
十
二

・
廿
七

建
武
四

・
春

文
和
元

・
冬

建
武
四

・
春

建
武
元

『准
后
伝
』
年
月
日

十 九

貞
和
三

・
正

（春
を
正
月
に
訂
）

貞
和
三

（抹
消
）

同
上
貞
和
元

・
冬

同

上

同
上
同
上
同
上

同

上
同
上
同
上
同
上

同

上
建
武
四

・
二

（
ナ

シ
）

『伊
勢
記
』
年
月
日

親
房
撲

親
房
撰

（抹
消
）

親
房
撰

親
房
撰

親
房
撰

親
房
撰

親
房
撰

顕
統
書
写

親
房
撰

親
房
撰

親
房
撰

親
房
撰

親
房
書
写

後
醍
醐
天
皇
撰

親
房
撲

記
事
内
容



米
Ｉ
罹
蠣
讐
市
由
某
槍
弊
憔

抹
消
部
分
に
よ
る
と
、
「

一十

一
社
記
』
の
親
房
自
筆
本
は
京
都
に
伝
存

し
、
「鹿
嶋
神
主
中
臣
某
」
が
初
め
て
伝
え
た
と
い
う
。
そ
の
真
偽
は
不
明

だ
が
、
こ
の
伝
来
情
報
は
、
『
准
后
伝
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
『
延
元
礼
節
』
に
つ
い
て
は
、
前
頁
の
表
に
示
し
た
撰
述
記
事
の

ほ
か
、
『伊
勢
記
』
元
亀
二
年
条
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

十
二
月
八
日
、
西
三
条
実
澄
卿
自
伊
勢
国
上
洛

〈
三
光
院
内
府
也
〉
、

（
２５
）

此
時
国
司
授
延
元
礼
節
及
北
畠
亜
相
之
書
札
於
実
澄
、
云
云
、

こ
れ
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
曽
我
尚
祐

（永
禄
元
～
寛
永
三
）
の

著
し
た
書
札
作
法
書

・
『書
札
袖
珍
宝
』
の
奥
書
で
あ
る
。
左
に
示
す
。

右
弘
安
礼
節
如
斯
趣
不
可
勝
数
、
然
延
元
之
比
、
北
畠
親
房
卿
略
其
蕪

詞
被
選
出
三
百
六
十
ケ
条
畢
、
彼

一
巻
当
家
雖
令
相
伝
、
復
去
天
正
之

比
、
亡
父
兵
庫
頭
謁
三
光
院
令
論
談
純
明
之
、
古
例
之
内
摘
英
抜
率
者

八
十
五
ケ
条
被
記
之
也
、
其
后
近
衛
殿
信
輔
公

。
菊
亭
右
府
遂

一
覧
、

被
点
頭
之
者
乎
、
誠
家
伝
之
秘
書
、
柳
不
可
有
他
見
者
也
、

曽
我
又
左
衛
門
尉

慶
長
拾
五
年
九
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尚
祐

曽
我
喜
太
郎
殿

「延
元
之
比
」
に
親
房
が
選
出
し
た

「
三
百
六
十
ケ
条
」
と
い
う
の
は
、

『
延
元
礼
節
』
の
こ
と
だ
ろ
う
。
『准
后
伝
』
に
も

『
伊
勢
記
』
に
も
、
「
延

元
礼
節
三
百
六
十
箇
条
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
『
伊
勢
記
』
に
よ
る
と
元
亀

二
年
に
国
司

（北
畠
具
一房
）
が
三
条
西
実
澄
に
授
け
た
と
い
う

『
延
元
礼

節
』
は
、
『
書
札
袖
珍
宝
』
奥
書
に
よ
る
と
曽
我
家
に
も
相
伝
さ
れ
て
お
り
、

天
正
の
頃
、
尚
祐
の
父

。
兵
庫
頭

（助
乗
）
と
実
澄
が

「論
談
純
明
」
し
た

の
だ
と
い
う
。
そ
の
真
偽
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
伝
本
の
存
在
も
知
ら
れ
ず
、

他
書
に
も
所
見
の
な
い

『
延
元
礼
節
』
に
つ
い
て
、
『
伊
勢
記
』
と

『書
札

袖
珍
宝
』
奥
書
と
が
と
も
に
言
及
し
、
と
も
に
三
条
西
実
澄
の
関
与
に
つ
い

て
記
す
こ
と
か
ら
は
、
『
伊
勢
記
』
と

『書
札
袖
珍
宝
』
奥
書
の
情
報
源
に
、

共
通
す
る
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

『
伊
勢
記
』
と
曽
我
尚
祐
の
著
作
と
に
は
、
こ
の
他
に
も
共
通
点
が
認
め

ら
れ
る
。
『
伊
勢
記
』
に
は
、
曽
我
尚
祐
編

『
座
右
抄
』
翁
和
簡
礼
経
し

所

収
の
足
利
将
軍
の
御
内
書
十
点
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
久
保
嘉

紀
氏
に
よ
る
と
、
『
座
右
抄
』
所
収
の
御
内
書
は

「曽
我
氏
独
自
の
家
伝
の

御
内
書
案
で
あ
る
と
言
え
る
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『伊
勢
記
』
に
は
曽
我

氏
の
も
と
に
集
積
さ
れ
た
情
報
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
『
延
元
礼
節
』
に
つ
い
て
の

『
伊
勢
記
』
の
記
載
も
、

（
２９
）

曽
我
氏
所
伝
の
情
報
を
源
泉
と
し
て
い
る
蓋
然
性
は
高
い
。

以
上
、
『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
と
の
典
籍
関
係
の
記
事
に
つ
い
て
述

べ
た
。
両
書
の
記
事
が
多
く
対
応
す
る
こ
と
か
ら
は
、
両
書
の
密
接
な
関
係

が
確
認
で
き
る
が
、
『
伊
勢
記
』
に
は
、
『准
后
伝
』
に
は
記
さ
れ
な
い
伝
来

情
報
を
記
し
、
そ
の
情
報
源
を
窺
わ
せ
る
部
分
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
み
て
、

『准
后
伝
』
は

『
伊
勢
記
』
に
集
積
さ
れ
た
情
報
を
用
い
て
い
る
、
と
考
え

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
『
准
后
伝
』
は

『
伊
勢
記
』

以
後
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
事
実
は
そ
う
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
述
べ
る
。



三
、
『
准
后
伝
』
と

『伊
勢
記
』
と
の
先
後

『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
と
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た

り
、
こ
こ
で
も
注
目
す
る
の
は
、
両
書
の
任
官
叙
位
の
記
事
で
あ
る
。

『
伊
勢
記
』
蓬
左
本
十
七
巻
二
十
四
冊
は
、
『
公
卿
補
任
』
の
任
叙
記
事
を

月
日
の
順
に
配
列
し
た
冊

（「
公
卿
補
し

と
、
そ
れ
以
外
の
で
き
ご
と
を
記

し
た
冊

（「本
編
し

と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
両
者
は
最
終
的
に
統
合
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
現
に
、
巻

一
～
巻
四

（正
応
元
年
～
文
保
二
年
）
は
統

合
が
完
了
し
て
い
る
。

そ
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
『
伊
勢
記
』
巻
五
以
下
に
お
い
て
、
親
房
や

顕
家
の
任
官
叙
位
は
、
『
公
卿
補
任
』
が
欠
損
す
る
正
中
元
年
を
除
き
、
す

べ
て
、
「
本
編
」
と

「
公
卿
補
」
と
の
双
方
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

単
純
に
考
え
る
な
ら
、
「
公
卿
補
」
の
任
叙
記
事
は

『
公
卿
補
任
』
に
基
づ

く
の
に
対
し
、
「
本
編
」
の
そ
れ
は
、
『
公
卿
補
任
』
で
は
な
い
何
か
に
基
づ

く
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
「本
編
」
の
本
文
に
は
、
『
准
后
伝
』

の
本
文
と

一
致
す
る
部
分
が
あ
る
の
で
あ
る
。
二
例
を
示
す
。

▼
顕
家
任
左
中
将

（元
徳
三
年

（元
弘
元
年
）
正
月
）

。
同
十
六
日
、
兼
左
中
将
、
賞
父
親
房
卿
之
有
功
、
窮
亦
有
才
故
也
、

３
准
后
伝
し

。
同
十
六
日
、
フ
議
正
四
位
占

源
顕
家
兼
左
中
将
、
常
父
親
薦
市
力
楡
窮

亦
市
才
故
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
伊
勢
記
』
本
編
）

０

Ｇ
伊
勢
記
』
公
卿
補
）

・

（参
議
正
四
位
上
）
北
畠
源
顕
家
十
四

〈正
月
十
三
日
任
。
同
十
六
日
兼

左
中
将

（元
左
中
弁
。
不
経
蔵
人
頭
）
。
…
〉

「
公
卿
補
任
し

「
公
卿
補
」
の
記
事
が

『
公
卿
補
任
』
に
基
づ
く
の
に
対
し
、
「本
編
」
の

記
事
の
う
ち
、
抹
消
さ
れ
て
い
る

「賞
父
親
房
有
功
、
嘱
亦
有
才
故
也
」
と

い
う
部
分
は
、
『
准
后
伝
』
の
本
文
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

▼
顕
家
止
上
階

（正
慶
二
年

（元
弘
三
年
）
五
月
）

。
同
十
七
日
、
顕
家
卿
止
上
階
、
十
六
歳
、
凡
官
人
猶
元
弘
元
年
八
月
也
、

翁
准
后
伝
し

●

翁
伊
勢
記
』
本
編
）

・
五
月
十
七
日
…
○
参
議
従
三
位
源
顕
家

〓
」
上
階

覆
奎
雷

左
中
将
…
、

「
伊
勢
記
』
公
卿
補
）

。

（参
議
従
三
位
）
北
畠
源
顕
家
土
ハ
〈五
月
十
七
日
止
上
階
。
左
中
将
。

…
〉
　
　
　
　
　
「
公
卿
補
任
し

こ
こ
で
も
、
「本
編
」
に

「
凡
官
人
猶
辛
未
八
月
也
」
と
あ
る
の
は
、
『
准

后
伝
』
に

「
凡
官
人
猶
元
弘
元
年
八
月
也
」
あ
る
の
と
符
合
す
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
典
籍
関
係
の
記
事
に
も
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
の

『
延
元
礼
節
』
撰
述
記
事

（建
武
四
年
）
は
、

左
の
通
り
で
あ
る
。

・
春
、
南
帝
射
撰
年
中
行
事
二
巻
、
又
命
親
房
卿
撰
延
元
礼
節
三
百
六
十



箇
条
、

①
廟
荊
Ｉ

よ

ヽ

の
）
「
此
」
春
、

「
ム
一ム
」
、

翁
伊
勢
記
』
本
編

（行
間
と

『
准
后
伝
』
は
、
「
春
」
の
こ
と
と
し

て
、
『建
武
年
中
行
事
』
撰
述
と

『
延
元
礼
節
』
撰
述
と
を
連
続
し
て
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『伊
勢

記
』
は
、
①
の
記
事
で
は
、
コ
一月
」
の
こ
と
と
し
て
、
『建
武
年
中
行
事
』

撰
述
に
つ
い
て
記
し
た
上
で
、
続
い
て

「
又
延
元
礼
節
」
と
記
し
て
こ
れ
を

抹
消
し
、
次
い
で
②
に
お
い
て
、
「此
春
」
の
こ
と
と
し
て
、
『
延
元
礼
節
』

撰
述
記
事
を
補
入
し
て
い
る
。
『
伊
勢
記
』
が
な
ぜ

『
建
武
年
中
行
事
』
の

成
立
を

「
二
月
」
と
し
て
い
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
『准
后
伝
』
と

『
伊
勢

記
』
の
①

の
記
事
と
は
、
『建
武
年
中
行
事
』
撰
述
記
事
に
続
い
て

『
延
元

礼
節
』
に
つ
い
て
記
す
と
い
う
点

で
共
通
し
て
お
り
、
『
伊
勢
記
』
の
①
の

記
事
は
、
『准
后
伝
』
の
記
載
に
引
き
ず
ら
れ
て

「
又
延
元
礼
節
」
と
記
し

て
し
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
伊
勢
記
』
蓬
左
本
の

「本
編
」
に
は
、
『
准
后
伝
』
を
参

照
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
よ

っ
て
、
『
准
后
伝
』
は

『
伊
勢
記
』
に
先
行
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
、
『
准
后
伝
』
の
成
立
は
、
『
伊
勢
記
』
の
編

者
神
戸
能
房
が
没
し
た
寛
文
六
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

翁
准
后
伝
し

尺
こ
南
帝
弱
攘

憂
生

年
中
行
事
御
秘
抄
三
巻

コ
ム
ニ
、
来
薙

翁
伊
勢
記
』
本
編
）

又
詔

「
一
品
北
畠
」
親
房
増
補
弘
安
礼
節
而
述

「
撰
」
延
元
礼
節
三
百
六
十
箇
条

四
、
「
神
道
文
武
中
道
」
の
思
想

以
上
、
『准
后
伝
』
は

『
伊
勢
記
』
に
先
行
す
る
と
結
論
し
た
が
、
な
お

注
意
す
べ
き
は
、
『准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
と
の
思
想
的

一
致
で
あ
る
。

『
准
后
伝
』
は
親
房
の
任
権
中
納
言

（応
長
元
年
）
に
つ
い
て
、
「
和
漢
文

武
学
徳
世
已
知
之
、
故
昇
進
如
此
、
又
常
好
読
国
書
、
覚
神
道
之
三
徳
、
知

有
職
之
根
源
、
立
文
武
中
道
」
と
述
べ
、
ま
た
、
親
房
の
莞
去
記
事

（文
和

三
年
）
で
は
、
「
准
后
賢
才
而
始
立
神
道
文
武
中
道
、
子
孫
学
之
」
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
『
准
后
伝
』
は
親
房
の
思
想
を
、
「神
道
文
武
中
道
」
と
位
置
づ

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
『
伊
勢
記
』
に
も
、
親
房
の

「神
道
」
。
「
文
武
中
道
」
の

思
想
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
、
建
武
三
年
六
月
条
で
は
、

「伊
勢
国
司
家
説
云
」
と
し
て
、
親
房
と
万
里
小
路
藤
房

・
楠
木
正
成
と
を

比
較
し
て
、
親
房
に
つ
い
て

「学
神
道
而
賢
文
武
者
也
」
と
し
て
お
り
、
ま

た
、
延
文
四
年
条
の
親
房
莞
去
記
事

（抹
消
）
に
も
、
「
伊
勢
国
司
家
説
云
」

と
し
て
、
「
准
后
病
重
、
遺
誠
子
孫
日
、
我
子
孫
可
貴
主
神
道
、
敬
皇
法
、

守
文
武
中
道
也
」
と
あ
る
。
以
上
に
示
し
た

「伊
勢
国
司
家
説
」
は
、
い
ず

（
３‐
）

れ
も
す
べ
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
、
『准
后
伝
』
に
い
う

親
房
の

「神
道
文
武
中
道
」
の
思
想
と

一
致
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

『伊
勢
記
』
が
親
房
の

「文
武
中
道
」
の
思
想
に
言
及
す
る
の
は
、
右
に

示
し
た

「伊
勢
国
司
家
説
」
の
部
分
だ
け
で
は
な
い
。
親
房
の
誕
生
に
つ
い

て
の
記
事

（永
仁
元
年
正
月
条
）
に
も
、
「成
人
之
後
、
有
文
武
才
名
」
と

あ
る
し
、
嘉
暦
元
年
七
月
廿
四
日
条
の
補
入
記
事
で
も
、
鎌
倉
誅
罰
を
望
み



「
王
法
興
廃
」
に
つ
い
て
間
う
た
後
醍
醐
天
皇
に
対
し
、
親
房
は

「
フ
神
皇
伝

授
‘
一葦
文
武
中
道
古
今
存
亡
□
之
上
可
焉
と

と
し
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
『
伊
勢
記
』
は
、
親
房
莞
後
の
北
畠
家
に
お
け
る

「文
武
中
道
」

の
思
想
の
継
承
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
天
文
三
年
春
、
国
司

北
畠
晴
具
と
山
田
領
浜
七
郷
の
住
人
が
合
戦
に
及
び
、
文
明
以
来
の
山
田
衆

の

「謀
反
」
が
四
度
に
及
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
左
の
よ
う
に
い
う
。

《抑
》
先
租

《ョ
国
司
家
大
祖
北
畠
一
口躍
Ｅ

親
房
公
敬
神
道
有
神
忠
、
尿

「甚

文
武
中
道
為
家
創
き
》
故
余
慶
兼

《
子
孫

夏
」
十
代
為
伊
勢
国
司
、
今

偏
落
武
道
而
本
立
来
武
中
遺
ド
諸

示
雷

先
祖

層
」
誠
者
也
、
…
》

『
伊
勢
記
』
は
晴
具
に

つ
い
て
、
親
房

の

「文
武
中
道
」
の

「
遺
誡
」
を

顧
み
ず
、
武
に
偏

っ
て
し
ま

っ
た
と
批
判
す
る
。
逆
に
言
う
と
、
『
伊
勢
記
』

に
お
い
て
北
畠
家
歴
代
は
、
親
房
の

「文
武
中
道
」
の
思
想
を
継
承
す
べ
き

存
在
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『
伊
勢
記
』
天
正
十
五
年
条
に
は
、
編
者
神
戸
能
房
の
父

。
政

房
も
北
畠
家
の

「神
道
文
武
法
」
を
学
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

十
二
月
、
源
政
房
元
服
、
続
神
戸

夏
肇

家
《
十
六
歳
》
、
号
神
戸
清
六

郎
、
称
源
氏
、
為
北
畠

一
族
、
父
勝
政
歎
当
時
北
畠
家
及
神
戸
家
之
断

絶
、
使
政
房
学
北
畠
家
神
道
文
武
法
、
用
割
菱
上
羽
蝶
紋
、
子
孫
叶
天

運
、
任
侍
従
已
上
、
則
可
称
北
畠
、
云
云
、

『
伊
勢
記
』
に
よ
る
と
、
政
房
の
父

・
勝
政
は
高
嶋
政
光
の
子
で
あ
り
、

政
光
は
、
北
畠
材
親
の
子

・
神
戸
具
盛
の
次
男
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
能
房
の

父

。
政
房
も
北
畠
親
房
の
子
孫
で
あ
り
、
か

つ
、
北
畠
家
の

「神
道
」
。
「文

武
」
の
思
想
を
伝
え
て
も
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
『
伊

勢
記
』
と
い
う
史
書
は
、
編
者
神
戸
能
房

の
先
祖

。
北
畠
親
房
か
ら
父

・
神

戸
政
房
に
至
る
、
北
畠
家

の
血
と
思
想
と
の
継
承
に

つ
い
て
記
し
た
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
能
房
自
身
も

「北
畠
家
之
神
道
」
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
（３２
）

の
こ
と
は
、
三
島
安
精
氏
旧
蔵
の

『
二
十

一
社
記
』
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

北
畠
准
后
親
房
公
之
書
、
今
世
相
伝
者
、
凡
有
元
元
集
、
正
統
記
、
職

原
妙
、
禁
詠
集
、
二
十

一
社
記
、
熱
田
本
記
、
東
家
秘
伝
、
神
教
秘
伝

等
也
。
皆
以
日
本
神
皇
之
道
奉
教
後
村
上
帝
之
書
也
。
此
二
十

一
社
記

者
、
教
皇
帝
及
諸
人
等
、
職
我
朝
神
道
之
縁
起
、
専
祭
祀
致
精
誠
、
或

悟
三
種
之
要
道
、
拝
眼
前
如
在
之
神
体
、
敬
元
々
本
々
之
神
明
、
而
述

守
正
無
邪
。
故
日
学
神
道
者
宜
先
習
此
書
臭
。
即
自
若
年
、
学
北
畠
家

之
神
道
、
常
集
数
本
間
考
之
。
或
有
古
四
条

一
品
隆
量
卿
之
講
本
、
或

有
近
壬
坐
官
幣
之
講
本
、
皆
題
二
十

一
社
記
而
以
真
字
記
之
。
愛

一
日

求
得
吉
本
、
覧
之
、
只
題
諸
社
事
、
而
交
片
仮
字
記
。
按
其
所
述
可
謂

親
房
之
正
本
臭
。
所
有
新
本
者
、
後
人
以
真
字
写
之
乎
。
故
其
謬
多
。

是
以
今
合
両
本
、
加
校
雛
改
其
点
、
刊
行
以
欲
伝
後
也
。
誠
学
神
道
者

先
可
読
此
書
也
。
源
能
房
謹
誌
焉
。

延
宝
五

〈
丁
巳
〉
冬
霜
月
朔
日
写
之
。

能
房
は
こ
こ
で
、
『
准
后
伝
』
に
も
見
え
る
親
房
の
著
作
八
種
を
挙
げ
、

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、
特
に

『
二
十

一
社
記
』
の
内
容
に
つ
い

て
詳
述
し
た
う
え
で
、
自
身
に
つ
い
て
、
若
い
頃
よ
り

「
北
畠
家
之
神
道
」

を
学
ん
で
い
た
と
い
う
。
先
に
見
た
と
お
り
、
『
伊
勢
記
』
に
お
い
て
、
能

房
の
父

。
政
房
は
、
「
北
畠
家
神
道
文
武
法
」
を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
か



ら
、
能
房
の
学
ん
だ
と
い
う

「
北
畠
家
之
神
道
」
も
、
政
房
の
学
ん
だ
と
い

う

「
北
畠
家
神
道
文
武
法
」
を
継
承
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
『
准
后
伝
』
が
親
房
の
思
想
を

「
神
道
文
武
中
道
」

と
す
る
の
に
対
し
、
『伊
勢
記
』
も
、
「文
武
中
道
」
。
「神
道
文
武
法
」
な
ど

と
称
す
る
思
想
が
北
畠
家
に
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
さ
ら

に
、
能
房
自
身
も
北
畠
家
の
思
想
の
継
承
者
で
あ

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
み
て
、
『
准
后
伝
』
は
、
親
房
か
ら
能
房

へ
と
連
な
る
、
北
畠
家

の
思
想
を
継
承
す
る
者
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
『
准
后
伝
』
は
い
つ
、
誰
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
平
田
俊
春
氏
は

『
准
后
伝
』
が
南
朝
の

興
国
改
元
を
延
元
五
年
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
興
国
改
元
を
延
元
五
年
と

す
る

『
続
本
朝
通
鑑
』
（寛
文
十
年
成
立
）
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
し
た
。

本
稿
で
検
討
し
た
と
お
り
、
『
准
后
伝
』
は

『
伊
勢
記
』
に
先
行
す
る
と
考

え
ら
れ
、
『
伊
勢
記
』
の
編
者

・
神
戸
能
房
は
寛
文
六
年
に
没
し
て
い
る
か

ら
、
平
田
氏
の
説
は
成
り
立
た
な
い
と
考
え
る
が
、
『
准
后
伝
』
が
南
朝
の

興
国
改
元
を
延
元
五
年
と
し
て
い
る
の
は
、
『
続
本
朝
通
鑑
』
が
興
国
改
元

を
延
元
五
年
と
し
た
根
拠
で
あ
る

『
元
弘
日
記
裏
書
』
に
よ
る
と
み
て
問
題

な
い
。
興
国
改
元
記
事
の
み
な
ら
ず
、
『
准
后
伝
』
に
は

『
元
弘
日
記
裏
書
』

に
よ
る
ら
し
い
記
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『
元
弘
日
記
裏
書
』
は
、
寛
永
年
中
に
自
河
藩
主
榊
原
忠
次
が

（３４
）

領
内
か
ら

『
関
城
書
』
と
と
も
に
発
見
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
榊
原
忠

次
が
自
河
藩
主
と
な

っ
た
の
は
寛
永
二
十
年
で
あ
る

（コ

一百
藩
藩
主
人
名

辞
典
』

一
）
か
ら
、
『
元
弘
日
記
裏
書
』
を
利
用
す
る

『准
后
伝
』
は
、
寛

永
二
十
年
以
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
能
房
の
著

・
『勢
州
軍
記
』
の
序
に
よ
る
と
、
能
房
の
父

。
政
房

は
、
蒲
生
家
に
奉
え
て
そ
の
領
国
伊
予
で
没
し
、
蒲
生
忠
知
の
逝
去
に
よ

っ

て
蒲
生
家
が
断
絶
す
る
と
、
能
房
は
牢
人
と
な

っ
て
伊
勢
に
戻

っ
た
と
い
う
。

蒲
生
忠
知
の
死
没
は
寛
永
十

一
年

（コ

一百
藩
藩
主
人
名
事
典
』
四
）
で
あ

る
か
ら
、
政
房
の
死
没
も
寛
永
十

一
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
、

寛
永
二
十
年
以
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る

『
准
后
伝
』
は
、
能
房
の
著
作
と

考
え
る
の
が
、
最
も
蓋
然
性
が
高
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
准
后
伝
』
と

『
伊
勢
記
』
と
の
比
較

に
よ
り
、
『
准
后
伝
』
は

『
伊
勢
記
』
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
時
期
は
寛
永
二
十
年
か

ら
寛
文
六
年
の
間
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
作
者
は
神
戸
能
房
で
あ

る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
述
べ
た
。

北
畠
家
の
血
を
引
き
、
北
畠
家
の
神
道
を
学
ん
だ
と
い
う
能
房
に
と

っ
て
、

親
房
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
源
泉
に
他
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
蒲
生
家
断
絶
後
、
牢
人
と
な

っ
た
能
房
の
著
述
活
動
に
つ
い
て
、
榊

原
千
鶴
氏
は
、
「出
自
を
明
ら
か
に
し
、
先
祖
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
、
あ
る

い
は
現
体
制
を
寿
祝
し

つ
つ
、
そ
れ
に
災
い
を
も
た
ら
す
邪
教
キ
リ
ス
ト
教

を
非
難
し
て
み
せ
る
、
な
ど
の
方
法
を
も

っ
て
、
自
己
の
存
在
の
正
統
性
と

価
値
を
主
張
し
、
か

つ
そ
れ
に
見
合
わ
な
い
現
状
を
訴
え
る
牢
人
の
積
極
的

活
動
の
跡
と
位
置
付
け
う
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
前
掲
の

『
二
十

一
社
記
』
奥
書
に
よ
る
と
、
能
房
は
同
書
の
伝
本
を
集
め
、
校
訂
し
て
刊
行



し
よ
う
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
慶
安
五
年
六
月
に
は
、
親
房
の

「神
道
秘
伝

之
書
」
た
る

『東
家
秘
伝
』
を
伊
藤
栄
治
に
相
伝
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
紀

州
藩
石
橋
家

『家
乗
』
は
、
能
房
を

「職
原
之
士
」
と
称
し
て
お
り
、
能
房

が

『職
原
抄
』
に
つ
い
て
の
学
問
的
活
動
を
行

っ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
な
学
問
的
活
動
を
行

っ
て
い
た
能
房
に
と

っ
て
、
親
房
は
自
身

の
学
問
の
源
泉
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
能
房
が
親
房
の
伝

記
を
著
す
必
然
性
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

注（１
）

久
保
田
収

『北
畠
父
子
と
足
利
兄
弟
』
（皇
學
館
大
学
出
版
部
、
昭
５２
）０

以
下
、
氏
の
論
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（２
）

な
お
、
『国
書
総
目
録
』
所
謁
ｂ
二「北
畠
准
后
伝
」
は
、
『鵞
峰
林
学
士
文

集
』
所
収

「源
親
房
伝
言
ど

（辛
亥
季
秋
）
の
写
本
で
あ
り
、
本
稿
が
対

象
と
す
る
も
の
と
は
内
容
が
異
な
る
。

（３
）

山
田
孝
雄

『神
皇
正
統
記
述
義
』
（民
友
社
、
昭
７
）
所
収
。
以
下
、
氏

の
論
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（４
）

大
島
延
次
郎

『吉
野
時
代
東
北
勤
王
史
』
（春
秋
社
松
柏
館
、
昭
２０
）。
以

下
、
氏
の
論
は
全
て
こ
れ
に
よ
る
。

（５
）

た
だ
し
、
こ
の
系
図
が

「天
正
四
年
に
尽
き
て
ゐ
る
」
の
は
、
同
年
の
北

畠
家
の
滅
亡
ま
で
を
記
し
た
も
の
で
、
系
図
が
作
成
さ
れ
た
時
期
と
は
関
わ

ら
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
こ
の
系
図
は
検
討
対
象
と

し

な

い
。

（６
）

平
泉
澄

「百
代
の
国
師
北
畠
親
房
公
」
（平
泉
監
修

『
北
畠
親
房
公
の
研

究
』
日
本
学
研
究
所
、
昭
２９
０
増
補
版

（皇
學
館
大
學
出
版
部
、
昭
５０
）
に

よ
る
）。
以
下
、
氏
の
論
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（７
）

平
田
俊
春

「神
皇
正
統
記
著
作
の
対
象
と
目
的
―
学
説
の
展
開
と
そ
の
批

判
―
」
翁
神
皇
正
統
記
の
基
礎
的
研
究
』
雄
山
閣
出
版
、
昭
５４
）
ｏ

（８
）

例
え
ば
、
『
続
本
朝
通
鑑
』
に
先
行
す
る

『桜
雲
記
』
に
は
、
『
元
弘
日
記

裏
書
』
に
基
づ
く
記
事
が
あ
る

（拙
稿

「
『
南
方
紀
伝
』
・
『桜
雲
記
』
の
成

立
時
期
の
再
検
討
」
翁
語
文
』
９‐
、
平
２０

．
１２
）
ｏ

（９
）

拙
稿

「神
戸
能
房
編

『伊
勢
記
』
の
著
述
意
図
と
内
容
的
特
徴
」
「
待
兼

山
論
叢
　
文
学
篇
』
４４
ヽ
平
２２

・
‐２
）
０

（
１０
）

群
書
類
従
活
字
本
よ
る
。

（ｎ
）

久
保
田
収
前
掲
書

（注
１
）。

（
‐２
）

以
下
、
『准
后
伝
』
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
田
中
勘
兵
衛
旧

蔵
本

（以
下
、
歴
博
本
と
称
す
。
整
理
名

「
准
后
親
房
伝
し

に
よ
り
、
返

り
点

・
送
り
仮
名
は
省
略
し
た
。
同
本
は

『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目

録

［古
文
書

・
記
録
類
編
ご

（歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、
平
１２
）
に

「
江

戸
時
代
後
期
写
」
と
さ
れ
る
通
り
、
書
写
年
代
は
近
世
後
期
以
後
と
思
わ
れ

る
が
、
歴
博
本
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本

・
神
宮
文
庫
蔵
本
と
に
は
、

僅
か
な
が
ら
誤
写
と
は
考
え
に
く
い
相
違
が
あ
り
、
歴
博
本
が
現
存
諸
本
の

共
通
祖
本
と
は
断
じ
が
た
い
。

（
‐３
）

『伊
勢
記
』
に
は
、
延
文
四
年
条
に
も
親
房
の
莞
去
記
事
が
あ
る
が
、
こ

ち
ら
は
す
べ
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
親
房
の
莞
去
を
延
文
四
年
と
す
る
も
の

に
は
、
『細
々
要
記
』
（改
定
史
籍
集
覧
所
収

『
七
巻
冊
子
し

。
『
桜
雲
記
』
・

『
北
畠
親
房
卿
御
伝
記
』
・
『諸
家
伝
』
が
あ
り

（久
保
田
収
前
掲
書

（注

１
と
、
『
伊
勢
記
』
延
文
四
年
条
の
親
房
莞
去
記
事
は
、
こ
れ
ら
と
同
じ
情

報
源
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
以
下
、
『
伊
勢
記
』
の
引
用
は
、

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
稿
本

（以
下
、
蓬
左
本
）
に
よ
る
。
同
本
の
各

冊
は
、
『
公
卿
補
任
』
の
補
任
記
事
を
年
月
日
の
順
に
ま
と
め
た
冊

（以
下

「公
卿
補
」
と
仮
称
）
と
、
そ
の
他
の
で
き
ご
と
を
記
し
た
冊

（以
下

「本

編
」
と
仮
称
）
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
が
、
両
者
は
最
終
的
に
は
統
合
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
現
に
、
巻
四
ま
で
は
統
合
が
完
了
し
て
い
る
。
以
下
に

示
す
引
用
は
、
特
記
し
な
い
限
り

「本
編
」
に
よ
る
。
ま
た
、
同
本
に
は
補



入
や
抹
消
が
多
く
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
紙
面
に
表
現
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
引
用
に
際
し
て
は
、
補
入
部
分
は
本
文
中
の
補
入
す
べ
き
位

置
に

「　
」
を
付
し
て
示
し
、
割
注
部
分
は

〈　
〉
に
よ
り
、
割
注
と
し
て

記
す
べ
き
符
号
の
付
さ
れ
て
い
る
部
分
は

《　
》
に
よ
り
示
す
。
ま
た
、
抹

消
さ
れ
て
い
る
文
字
は
、
該
当
す
る
文
字
の
上
に
＝
＝
を
付
し
て
示
し
、
文

字
の
順
序
の
入
替
が
指
示
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
指
示
に
従
っ
た
順
序
を
数

字
を
付
し
て
示
し
た
。

（‐４
）

『公
卿
補
任
』
（新
訂
増
補
国
史
大
系
本
、
以
下
同
）
は
公
量
に
つ
い
て
、

永
仁

「五
六
十
四
正
五
下

（賜
去
正
月
廿
九
位
記
と

と
し
、
資
親
に
つ
い

て
も
、
永
仁

「五
正
廿
九
正
五
下
」
と
す
る
。

（‐５
）

『准
后
伝
』
徳
治
二
年
条
の

「十

一
月

一
日
、
辞
弁
、
任
弾
正
大
弼
、
頼

俊
朝
臣
加
弁
間
、
腹
立
之
余
欺
ダ
」
と
い
う
部
分
も
、
『公
卿
補
任
』
延
慶

元
年
親
房
項
に
、
ほ
ぼ
同
文
で
見
え
る
。

（‐６
）

注

（９
）
拙
稿
。

（‐７
）

大
島
氏
は
親
房
の
任
兵
部
権
大
輔
に
つ
い
て
、
『公
卿
補
任
』
が
正
安
二

年
間
七
月
十
四
日
と
す
る
の
に
対
し
、
『准
后
伝
』
は
同
月
廿
四
日
に
作
る

と
し
て
い
る
が
、
歴
博
本
は
、
十
四
日
と
す
る
。

（‐８
）

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
中
村
直
勝

『北
畠
親
房
公
景
伝
』
（星
野
書
店
、

昭
１８
）
七
七
～
七
八
頁
参
照
。

（‐９
）

大
島
氏
は
、
『准
后
伝
』
に
記
さ
れ
る
親
房
の
法
名
を

「覚
玄
」
と
す
る

が
、
歴
博
本
に
は

「覚
元
」
と
あ
る
。
な
お
、
親
房
の
法
名
は
、
は
じ
め
宗

玄
、
の
ち
覚
空

（『国
史
大
辞
典
』
「北
畠
親
房
」
項
、
我
妻
建
治
執
筆
）。

（２０
）

注

（９
）
拙
稿
。

（２‐
）

所
功

「『建
武
年
中
行
事
』
の
成
立
と
影
響
」
翁
宮
廷
儀
式
書
成
立
史
の

再
検
討
』
国
書
刊
行
会
、
平
１３
）、
平
田
俊
春
前
掲
論
文

（注
７
）、
自
山
芳

太
郎

『職
原
妙
の
基
礎
的
研
究
』
（神
道
史
学
会
、
昭
５５
）ヽ

加
地
宏
江

『中

世
歴
史
叙
述
の
展
開
―

『職
原
妙
』
と
後
期
軍
記
―
』
釜
口川
弘
文
館
、
平

１１
）
参
照
。
な
お
、
親
房
の
奥
書
に

「延
元
四
年
秋
」
と
い
う

『神
皇
正
統

記
』
の
成
立
を
、
両
書
が

「九
月
」
と
す
る
の
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
崩
御
が

同
年
八
月
十
六
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

『建
武
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
、
『准
后
伝
』
が

「春
」
と
し
、
『
伊
勢
記
』

が

「
二
月
」
と
す
る
根
拠
は
、
不
明
。
ま
た
、
親
房
古
今
注
に
つ
い
て
は
、

「扶
柏
本
史
料
』
正
平
九
年
四
月
十
七
日
条
所
掲
の
同
書
奥
書
に

「正
平

年
中
」
と
あ
る
が
、
こ
の
異
本
注
記
は

『
准
后
伝
』
に
よ
る
も
の
の
可
能
性

が
あ
る
。

（２２
）

な
お
、
平
田
俊
春

「
元
元
集
の
成
立
と
神
皇
正
統
記
」
（平
田
俊
春
前
掲

書

（注
７
と

に
よ
る
と
、
『
元
元
集
』
の
成
立
は
延
元
二
年
九
月
か
ら
同
三

年
九
月
の
間
と
考
え
ら
れ
、
「
一十

一
社
記
』
。
『東
家
秘
伝
』
の
成
立
は

『
元
元
集
』
成
立
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。

（２３
）

平
泉
澄
前
掲
論
文

（注
６
）
に
よ
る
と
、
『
熱
田
本
記
』
は

『
本
朝
書
籍

目
録
外
録
』
に
見
え
、
ま
た
、
『獲
麟
書
』
は

『
関
城
書
』
を
指
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

（
２４
）

「鹿
嶋
神
主
中
臣
某
」
は
、
あ
る
い
は
鹿
島
大
宮
司
中
臣
則
敦
か
。
則
敦

は
鹿
島
大
宮
司
則
広
の
男
で
、
承
応
二
年
に
大
宮
司
と
な
り
、
万
治
三
年
四

月
か
ら
九
月
ま
で
在
洛
、
吉
田
家
で
十
八
神
道
行
法

・
宗
源
行
事
を
伝
受
し

て
い
る
。
近
藤
喜
博

「近
世
、
鹿
島
神
宮
の
教
学
」
「
神
道
史
研
究
』
２
１

１
、
昭
２９

・
１
）
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵

『御
広
間
雑

記
』
、
同
文
庫
蔵

『
万
治
三
年
日
記
』
（幡
鎌

一
弘

「
「中
臣
和
之
日
記
」
（万

治
三
年
と

（『
ビ
ブ
リ
ア
』
１３２
ヽ
平
２‐

．
１０
と
、
幡
鎌

一
弘
編

『吉
田
神
道

家

「御
広
間
雑
記
」
の
記
載
項
目
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
神
道
記
録
の
研

究
』
（平
成
１５
年
度
～
１７
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
平

‐８
）
所
収

「御
広
間
雑
記
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
項
目

一
覧

（慶
安
３
年
～
寛
文

‐３

・
延
宝
元
年
と

参
照
。

（２５
）

こ
の
年
に
実
澄
が
伊
勢
か
ら
帰
洛
し
た
こ
と
は
、
『
公
卿
補
任
』
元
亀
二

年
実
澄
項
に
、
「
八
月
廿
日
在
国

（伊
勢
）
。
十
二
月
四
日
上
洛
」
と
見
え
る
。

（２６
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

（
Ｗ
三
六
五
‐
Ｎ

一
四
）
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の



奥
書
と

『
書
札
袖
珍
宝
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
小
宮
木
代
良

「曾
我
流
書

札
礼
書
諸
本
と

「書
札
法
式
」
に
つ
い
て
」
「
江
戸
幕
府
の
日
記
と
儀
礼
史

料
』
吉
川
弘
文
館
、
平
１８
）
参
照
。

（２７
）

注

（
９
）
拙
稿
。

（
２８
）

小
久
保
嘉
紀

「織
豊
期
に
お
け
る
書
札
礼
故
実
の
集
積
と
、
近
世
故
実
書

の
成
立

へ
の
展
開
―
曽
我
尚
祐

『和
簡
礼
経
』
を
中
心
に
―
」
「
織
豊
期
研

究
』
１１
、
平
２‐

．
１０
）。

（２９
）

曽
我
尚
祐
と
神
戸
能
房
と
の
接
点
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
尚
祐
と
そ
の

父

・
助
乗
は
、
足
利
義
昭
に
、
次
い
で
織
田
信
雄
に
仕
え
て
お
り

（小
久
保

嘉
紀
前
掲
論
文

（注
２８
）
な
ど
）、　
一
方
、
『
伊
勢
記
』
に
よ
る
と
、
こ
れ
と

同
じ
頃
に
、
神
戸
能
房
の
祖
父

。
高
嶋
勝
政
は
伊
勢
国
飯
高
郡
船
江
に
お
り
、

北
畠
家
滅
亡
後
は
織
田
信
雄
に
属
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
こ
か
ら
考
え
て
、

能
房
と
尚
祐
と
の
関
係
の
背
後
に
は
、
織
田
信
雄
家
臣
団
の
人
脈
が
あ

っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

（
３０
）

注

（
１３
）
で
触
れ
た
よ
う
に
、
親
房
の
莞
去
を
延
文
四
年
と
す
る
資
料
に

は
数
種
が
あ
る
が
、
う
ち
、
『北
畠
親
房
卿
御
伝
記
』
は
、
親
房
莞
後
の
北

畠
家
の
繁
栄
を
、
「
准
后
親
房
公
所
以
用
神
道
教
文
武
也
」
と
記
し
て
い
る

点
で
、
『伊
勢
記
』
と
共
通
す
る
。
『
伊
勢
記
』
延
文
四
年
条
の
親
房
莞
去
記

事
は
、
『北
畠
親
房
卿
御
伝
記
』
に
基
づ
く
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
北
畠
親

房
卿
御
伝
記
』
と

『
准
后
伝
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
論

じ

た

い
。

（
３．
）

な
お
、
『
伊
勢
記
』
蓬
左
本
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
編
者
能
房
の
思
想

や
主
張
の
反
映
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
抹
消
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
『伊
勢
記
』
編
纂
の
途
中
で
、
例
え
ば
藩

へ
の
提
出
な

ど
、
何
ら
か
の
公
的
な
性
格
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（３２
）

現
所
在
不
明
。
三
島
安
精

『校
註
二
十

一
社
記
』
（明
世
堂
書
店
、
昭
１８
）

所
掲
に
よ
り
、
適
宜
句
読
点
を
追
加
し
た
。
な
お
、
こ
の
奥
書
に
つ
い
て
、

平
泉
澄
前
掲
論
文

（注
６
）
は
、
「延
宝
五

〈丁
巳
〉
冬
霜
月
朔
日
写
之
」

ま
で
を
能
房
の
も
の
と
見
な
し
て
い
る
が
、
能
房
は
延
宝
五
年
に
は
既
に
没

し
て
い
る
。
能
房
の
奥
書
は
、
「源
能
房
謹
誌
焉
」
ま
で
と
見
る
べ
き
だ
ろ

う
。
ま
た
、
こ
の
奥
書
で
能
房
は
、
「
一十

一
社
記
』
の
諸
本
を
収
集
し
、

「親
房
之
正
本
」
と
い
う
べ
き
伝
本
を
得
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

『伊
勢
記
』
暦
応
四
年
条
の

『
二
十

一
社
記
』
撰
述
記
事

（前
掲
、　
一
八
頁
）

と
関
わ
る
も
の
だ
ろ
う
。

（３３
）

後
醍
醐
天
皇
の
笠
置
遷
幸
を
元
弘
元
年
八
月

「廿
四
日
」
と
し
、
同
天
皇

の
隠
岐
出
御
を
同
三
年
二
月

「廿
四
日
」
と
し
、
さ
ら
に
、
延
元
三
年
の
義

良
親
王

・
親
房
ら
の
東
国
下
向
に
つ
い
て
、
「九
月
十

一
日
」
に

「伊
豆
崎
」

で
大
風
に
遭
っ
た
と
す
る
な
ど
の
点
で
、
『准
后
伝
』
と

『元
弘
日
記
裏
書
』

と
は

一
致
す
る
。

（３４
）

平
田
俊
春
前
掲
論
文

（注
７
）。
な
お
、
榊
原
忠
次
が
発
見
し
た
と
い
う

原
本
は
伝
存
不
明
だ
が
、
国
立
公
文
書
館
に
は
、
忠
次
と
親
交
の
あ
っ
た
林

鵞
峰
の
自
署
と
印
記
を
有
す
る

『関
城
書
井
裏
書
』
（平
泉
澄

「関
城
書
弁

護
」
翁
伝
統
』
至
文
堂
、
昭
１５
）
参
照
）
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

冒
頭
に

「裏
書
」
と
題
し
て

『
元
弘
日
記
裏
書
』
を
書
写
し
、
続
い
て
白
紙

一
丁
を
挟
ん
で

『関
城
書
』
を
書
写
し
、
さ
ら
に
丁
を
改
め
て
正
保
四
年
暮

春
の
鵞
峰
の
考
証
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
鵞
峰
手
沢
本
に
お
い
て
、
『関

城
書
』
と
同
じ
冊
に
、
「裏
書
」
と
し
て

『元
弘
日
記
裏
書
』
が
書
写
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
元
弘
日
記
裏
書
』
は

『関
城
書
』
の
裏
書
と
し
て
発

見
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
『関
城
書
』
に
つ
い
て
は
、
『続

本
朝
通
鑑
』
延
元
二
年
間
七
月
二
日
条
の
注
に

「寛
永
年
中
源
忠
次
為
二
白

河
城
主
一時
。
聞
彼
民
為
二
道
忠
末
裔
「
捜
二索
其
家
「
得
下
結
城
系
図
及
旧
記

数
葉
井
親
房
遣
二関
城
肇
日於
反
古
堆
中
ど

（国
書
刊
行
会
本
）
と
あ
り
、
同

書
が
寛
永
年
中
に
榊
原
忠
次
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（３５
）

な
お
、　
一
七
頁
に
示
し
た
よ
う
に
、
『伊
勢
記
』
に
は
、
能
房
の
参
照
し

た
史
料
の
名
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『准
后
伝
』
の
名
は
、
『伊
勢
記
』

に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
も
、
『准
后
伝
』
が
能
房
の
作
で
あ
る
こ
と
の
傍
証



と
な
る
だ
ろ
う
。

（
３６
）

榊
原
千
鶴

「牢
人
神
戸
良
政
の
著
述
活
動
―
近
世
初
期
に
み
る

『
平
家
物

語
享
受
の
背
景
―
」
翁
平
家
物
語
　
創
造
と
享
受
』
三
弥
井
書
店
、
平
１０
）。

（３７
）

な
お
、
三
島
安
精
前
掲
書

（注
３２
）
に
よ
る
と
、
三
島
氏
蔵

『
二
十

一
社

薦
霙

炸

×

粍

説

許

襲

鏃

稀

と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
「方
均
子
」
は
紀
州
藩
士
渋
谷
幽
軒

（慶
安
二
～

享
保

一
た
。
倉
員
正
江

「渋
谷
幽
軒
著

『北
憲
但
談
』
に
見
る
仮
名
草
子

・

浮
世
草
子
の
享
受
―
近
世
説
話
と
教
訓
性
を
再
考
す
る
―
」
Ｇ
西
鶴
と
浮
世

草
子
研
究
』
３
、
平
２２

・
５
し

か
。
こ
の
本
が
書
写
さ
れ
た

「元
禄
四
年
」

は
能
房
没
後
二
十
五
年
に
あ
た
る
が
、
幽
軒
は
紀
州
藩
士
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の
著

『北
憲
但
談
』
や

『神
道
俗
論
』
で
は
、
神
道
の
優
越
が
主
張
さ
れ

て
い
る

（倉
員
正
江
前
掲
論
文
）。
こ
れ
に
対
し
、
「北
畠
家
之
神
道
」
を
伝

え
る
能
房
も
、
晩
年
に
は
紀
州
和
歌
山
に
い
た
ら
し
い

（注
９
拙
稿
）
か
ら
、

幽
軒
の
神
道
思
想
へ
の
能
房
の
影
響
も
想
定
で
き
る
。

（３８
）

同
書
神
宮
文
庫
蔵
本

（
一
門
三
〇
五
号
）
奥
書
。
平
泉
澄

「東
家
秘
伝
の

識
見
」
「
神
道
史
研
究
』
１
‐
２
、
昭
２８

・
４
）、
注

（９
）
拙
稿
。

（３９
）

『家
乗
』
（和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
編

『紀
州
藩
石
橋
家

家
乗
』

一
）
寛
文
六
年
十

一
月
十
二
日
条
、
榊
原
千
鶴
前
掲
論
文

（注
３６
）０

［付
記
］
本
稿
は
、
平
成
２３
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支

援
、
課
題
番
号
に
結
８
〓
）
「近
世
成
立
の
南
朝
関
係
の
史
書
に
関
す
る
文
献
学

的

・
史
料
論
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
せ
た

。
み
ち
お
　
本
学
大
学
院
助
教
）


